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当監査法人は、顔立大学主主人法第 35条において尊重用する独立行政法人 i医長Ij~長君事 3 岱粂(/)主義Zをに滋づ念、
滋立大学法人富山大学の平成� 20年� 4fllaから平成� 21年� 3fl3 11:1までの第4綴繁華達生手渡の総務

諸表、すなわち、貸借対照表、損益許算書、キャッシュ・フロー計算審、関立犬繁添人宅事芸能務葬送主義とコス

ト言十築審、利益の処分に関する書類〈案〉及び隊長義務織委{喜喜連公益法人等のまト事事多重薬及ひゆ多薬事襲警子議事者事� 

tこ基づき記載している部分を徐く。}並びに事業報告番{会計iこ綴する畿がこj制。)]，れ階事事事長合;畿

について墜査を行った。なお、事業報告書について監査の対委員とした会訟に綴する線分は、害事芸能幸霊祭;遂

に記載されている毒事壌のうち会計緩簿の記録に基づく記草案部分できフる。との財務ま著者壁、療費量級会議事及び

決算幸霊安審{以下� f財務諸表者事j という。〉の作成費径は、きまfむこあ号、さき霊堂交法人の後伎は、連主党の

立緩から、財務諸表等について意見を表現することにある。� 

2き室主主室主主人i立、湾立大学法人毒事iこ対する会計監査人の監査のさ毒尊重2えてJ1裁が話通においてゐ“紋iこ公主正5寄さき
と認められる襲主主主の基準;こ準拠して監査を行った。これらの監査のき車検i立、さき重立'l霊法人iこ財務言語道聖堂撃に� 
E重要な選室長義の表示がないかどうかの合理的な保認を得ることを求めている。室主要悪i立、総立大学法人内総

をによる不正及び言葉言書並びに違法行為主主財務諸表等の重要さな虚偽の表添をもたらす重要滋となる機会が

ふることに i分留窓して計留し、言走査を基礎として行われ、学長fが採用しまと会計方針及びその液F役割必
殺びiこ学長によって行われた見積ちの評鐙も含め全体としての財務諸表等の表示を検討することをど含

んでいる。当殺を法人}立、監査の結果として意見表現のための合理的な基礎を待たと寺判断している。

ただし、当監査法人;土、第3殺事業年度iこ会計監査人に選任されたので、卒業率住宅普望書iこ記載されてい

る毒事演のうち第� 2)祭事業主手度以前の会計iこ関する部分は、前径数査人の襲主主監安受けた財務務還を毒事iこ蕊づ

き記号愛されている。この合理約な基礎には、当監査法人が壁まままをt実施した総閣においては、財務諸表者事

の宝重要な虚偽の表示をもたらす屡立大学法人内部者による不正及び誤診主主びに違法行為の存在は認め

られなかったとの事実を含んでいる。なお、当監査法人が実施した監査は、財務諸表士事の塗擦な成偽の

遥持のま王国とならない薗立大学法人内部者による不正及び誤謬又は遠法行為の有然について君主J1!，~述
べるものではない。

護主号室の結果、当E宣3霊法人の意見は次のとおりである。� 

(I) 財務喜善寺斐(利益の処分iこ関する書類(案)並びに調達公益法人等の言十算舎類及び事業報告設さ事に

ま毒づき記載している部分を除く。)が、匝立大学法人会計基準及び我が留において…般に公正妥

当と認められる会計の基準に準拠して、国立大学法人富山大学の財政状態、運営状況、キャッシ

ユ幽ブローの状況及び業務実施コストの状況をすべての重要な点において適正に還を示しているも

のと認める。� 

(2) 利畿の処分に関する書類(案)は、法令に適合しているものと認める。� 

(3) 事業報告審(第� 3期事業年度以降の各事業年度の会計に関する部分に限る。)は、悶立大学1ti
人の業務淫営の状況を正しく示しているものと認める。� 

(4) 決算報告書は、学長による予算の区分に従って決算の状況を正しく示しているものと認める。

溺立大学法人と当日ま益法人又は業務執行社員との聞には、公認会計士法の規定により記載寸ベき利

容関係f"j:ttい。
以上


